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《業 種 別 総 括 》 

                          令和 6年 8月 

〔漁 業〕 

・ 8月の漁獲量は､前年を19t下回り､漁獲金額は前年を6,100万円上回った｡漁獲量では､タコ､エビ

籠､キンキ漁が増加､カレイ､ツブ､イワシ漁､昆布が減少している｡漁獲金額では､タコ､ツブ､エ

ビ籠漁が増加､メヌケ､イワシ漁が減少している｡広尾地区のイワシ漁は､前年比で漁獲量が164t､

漁獲額が4,000万円それぞれ減少している｡(カニ漁・エビ籠漁は､オオズワイガニの水揚げ) 

〔農業・軽種馬生産業〕 

・ 日高軽種馬農協主催のサマーセール2024が8月19～24日の6日間､新ひだか町の北海道市場で開

催された｡今年は1日の開催時間短縮を目的に昨年までの5日間から期間を延長し､史上初めて月

～土曜日の連続6日間で実施した｡上場頭数1,187頭に対して､売却頭数は977頭､売却総額は64億

8,600万円｡売却率は過去最高の82.3％を記録した｡ 

〔建 設〕 

・ 町発注工事(新ひだか～広尾地区)の8月中発注額は12億8,600万円で､前年を8億4,900万円下回 

った｡ 

・ 日高管内における国･道･町発注公共工事の8月中請負金額 (北海道建設業信用保証㈱の保証請

負金額)は34億4,300万円で前年を18億1,500万円上回った｡ 

・ 8月の建築確認申請件数(新ひだか～広尾地区)は､1件で､前年を6件下回った。 

〔小売業・飲食業〕 

・ 新冠町の就労支援事業所Ｂ型・Caféゆるりは､このほど地元特産品のピーマンを使用した｢ピー

マンのパウンドケーキ｣を新発売した｡Caféゆるりのほか道の駅・サラブレッドロード新冠で販

売している｡ピーマンの独特な風味と甘さを絶妙なバランスで驚きの味わいに仕上げた｡ 

〔観光・その他〕 

・ 新ひだか町内の軽種馬牧場を巡る予約制の観光周遊バス｢ロマン･ロード号｣の運行が始まって

いる｡9月28日までの毎週土曜日に運行する｡午前9時10分に旧ＪＲ静内駅を出発し､町内の育成

牧場・種馬場・町有の乗馬施設など8カ所を巡り､午後3時45分に旧静内駅に戻る｡ 

〔雇 用〕 

・ 8月の浦河地区と全道の月間有効求人倍率は､浦河地区､全道ともに前年を下回った｡ 

 

〔総 括〕 

・ 建設業の月中請負金額(北海道建設業信用保証㈱の保証金額)は､前年を18億1,500万円上回り､

町発注工事は前年を8億4,900万円下回った｡漁業の漁獲量は､前年を19ｔ下回り､漁獲金額は前

年を6,100万円上回った｡漁獲量・漁獲金額では､広尾地区のイワシ漁は､前年比164ｔ減､4,000

万円減となっている｡えりも地区のオオズワイガニの水揚げは､減少してきているものの､78ｔ･

4,600万円の水揚げで好調｡秋サケ定置網漁が9月解禁となるが､今年の秋鮭の来遊数は昨年より

低下の予想となっており､関係者からは不安の声が聞こえている｡各地区では､夏まつりが開催

され､飲食店の露店出店などもあり､各会場はにぎわった｡観光客やお盆の帰省者も多くなり､飲

食店等の来店客は増加､土産店にも多くの人が来店していた｡しかし､物価高騰や人件費の増加

等の影響は大きく､利幅の縮小等で厳しい業況は続いている｡個人消費は､夏まつりやイベント

が開催され､お盆の帰省者などで､人の動きは活発になり消費は上向いたが､物価高騰で生活必

需品の値上げが続き､節約志向で消費を抑える動きは続いているように感じられる｡ 
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〔沿岸漁業〕カレイ､タコ､ツブ漁等｡〔沖合い漁業〕カニ､メヌケ､キンキ漁等｡ 

令和6年8月の総漁獲量3,701t・総漁獲額 5億5,200万円(前年同月比19t減・6,100万円増)｡ 

  

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

定置網漁………    14ｔ ・   2百万円  ( 前年同期比     3ｔ増  ・  4百万円減 ) 

カレイ漁………     24ｔ ・   9百万円  ( 前年同月比      9ｔ減  ・  3百万円減 ) 

タコ漁…………    105ｔ ・ 101百万円  ( 前年同月比     40ｔ増  ・ 33百万円増 ) 

ツブ漁…………    142ｔ ・ 46百万円 （ 前年同月比     5ｔ減 ・ 16百万円増 ） 

エビ籠漁………    78ｔ ・  46百万円  ( 前年同月比    78ｔ増  ・ 46百万円増 ) 

メヌケ漁……      14ｔ ・  8百万円 （ 前年同月比     2ｔ減  ・ 12百万円減 ） 

キンキ漁………    20ｔ ・  12百万円  ( 前年同月比    12ｔ増  ・  3百万円増 ) 

カニ漁…………     11ｔ ・   4百万円 （ 前年同月比     6ｔ増  ・  2百万円増 ） 

昆 布…………    50ｔ ・ 118百万円  ( 前月同月比     24ｔ減  ・  2百万円増 ) 

イワシ漁………  3,153ｔ ・ 147百万円  ( 前月同月比    129ｔ減  ・ 38百万円減 ) 

その他………･･     90ｔ ・  59百万円  ( 前月同月比     11ｔ増  ・ 16百万円増 ) 

※カニ漁・エビ籠漁は､オオズワイガニの捕獲となっている。 

 

・ 道は8月27日､減少が続く秋サケの資源回復を図るため､専門家を交えた｢資源対策検討会議｣

を開き､今後の対応方針をまとめた｡低い水温を好むサケの習性を踏まえ､10月以降の人工ふ

化事業の割合を増やし､回帰率を高める取り組みなどに乗り出す｡検討会議は今年2月から計4

回開催｡秋サケの減少要因について､来遊する秋ごろの沿岸域の高水温化や､人工ふ化事業に

必要な親魚の不足を指摘した｡課題として､稚魚を放流する5月ごろ､海水温上昇によって餌と

なるプランクトンの分布が変化して､放流適期の判断が難しくなっている点などを挙げた｡こ

れまでは9月に回帰する資源づくりに重点を置いてきたが､近年は9月の沿岸で海水温が高く､

低い水温を好むサケの行動に必ずしも合わなくなっていた｡道は来年から海水温が下がる10

月以降の人工授精を強化し､来遊増を狙う｡また､稚魚が生き残りやすい時期に放流するため､

1カ月先の水温などが分かる国の海況予測システムを活用する方針を示した｡今年の秋サケ漁

は8月30日に始まり､12月下旬まで続く｡道内に来遊するサケは､前年実績比24.5％減の1,702

万9千匹と予測されている｡ 

 

（対象は新ひだか、浦河、様似、えりも、広尾の各地区）（「ｔ」はトンを表しています） 



３ 

 

 

〔軽種馬生産業〕 

・ 新ひだか町静内神森の北海道市場で19日から開かれたサラブレッド1歳馬競り市｢サマーセール｣

(日高軽種馬農協主催)は24日に終了した｡6日間の合計は､前年比118頭減の1,187頭､(牡633頭､牝

554頭)が上場し､同91頭減の977頭(牡548頭､牝429頭)が落札され､売却総額は71億3,460万円(税

込)､売却率は82.31％で同セールの過去最高を記録した｡セール中の最高額取引馬は､6日目に上

場された新ひだか町･グランド牧場の生産馬｢レディマドンナ2023｣を江馬由将氏が5,280万円(税

込)で落札した｡ 

・ ｢サマーセール｣で21日､静内農業高生が育てた2頭の馬が上場され､いずれも落札された｡昨年5月

生まれの｢船夢(のあ)｣(牝)は日本中央競馬会(JRA)が165万円で落札した｡昨年4月生まれの｢空翔

(つばさ)｣(牡)は､会場内とオンラインの参加者によって264万円で東京都の参加者が落札した｡ 

 

〔農 業〕 

・ 浦河町内の夏イチゴ農家でつくる町いちご生産振興会は8月28日､収穫中の夏イチゴのビニール

ハウスを見て回る現地検討会を行い､生育に関する情報交換を行った｡現地検討会は毎年､収穫時

期の6～11月の間に定期的に実施しており､今回は15人ほどが参加｡浦河と様似両町内の計3戸の

ビニールハウスを見学した｡今年から両町で本格的な栽培が始まった新品種｢すずりっか｣を育て

る同会会長の吉田隆さん(42)のビニールハウスでは､吉田さんが生育状況や栽培方法を説明｡収

穫の序盤の6月は形が良く収量が多かったが､昨年と同様に7月ごろから実の形が変形した｢乱形

果｣が発生していると話した｡暑さが影響した可能性もあるが､はっきりとした原因は分からない

という｡ただ､昨年より乱形果が少ないといい､検討会終了後､吉田さんは｢すずりっか｣の栽培方

法は確立されていない｡手探りだが改良を重ねていきたい｣と話した｡ 

 

〔花き栽培〕 

・ 8月の花き出荷実績は､130万本､金額 16,711万円(前年 115万本､14,925万円)｡ 

 

 

 

〔公共工事〕 

・ 日高管内の国･道･町発注公共工事の月中請負金額(北海道建設業信用保証㈱の保証請負金額)は､34億 

4,300万円で､前年同月比18億1,500万円増加した｡ 

〔町発注工事・建築確認申請〕（令和6年8月） 

  

  

工 事 件 数 金     額 （百万円） 確認申 
請件数 土 木 建 築 その他 計 土 木 建 築 その他 計 

新ひだか町 0 0 12 12 0 0 968 968 0 

浦 河 町 1 0 5 6 1 0 53 54 1 

様 似 町 2 0 1 3 36 0 11 47 0 

えりも町 0 4 0 4 0 217 0 217 0 
広 尾 町 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

計 3 4 18 25 37 217 1,032 1,286 1 

・ 町発注工事(新ひだか～広尾地区)は 12億 8,600万円となった｡(前年同月 21億 3,500万円) 

工事発注状況をみると､前年同月比では､件数は4件上回り､金額は8億4,900万円下回った｡ 

・ 8月中受付の建築確認申請件数(新ひだか～広尾地区)は 1件で､前年を 6件下回った｡ 
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〔木 材〕 

・チップ材の出荷状況(広尾地区)は､数量が441㌧(前年450㌧)で前年比2.0％の減少｡ 

出荷金額は1,040万円(同1,005万円)で前年比3.5％の増加｡ 

〔製 材〕 

・建材(様似地区)8月の受注は前年並みとなった｡プレカット材は受注なく生産を停止している｡ 

 

 

〔卸売業〕 

・ 野菜は､ほぼ道内産が出荷されている､本州産の野菜は､ナスやサツマイモ等となっている｡果物

は､道内産のメロンやスイカ､本州産のリンゴ､モモ等が出荷されている｡ 

 

〔小売業・飲食業〕 

・広尾町紋別の鈴木牧場(鈴木敏文さん経営)は､同牧場で製造する｢十勝オーガニック牛乳｣の冷 

凍商品を発売した｡横浜の企業が開発した急速凍結技術を採用､冷凍しても牛乳の風味や成分を 

損なわずに長期保存を可能にした｡冷凍牛乳の商品化は全国的にも珍しい｡鈴木さん(42)は｢牛 

乳が冷凍熟成されて､コクや甘みも増す｣とＰＲしている｡鈴木牧場は日本農林規格(ＪＡＳ)の 

オーガニック認証や､日本グラスフェッド規格(ＪＧＳ)の認証を取得｡牧草飼育(放牧)による有 

機酪農を実践して育てた牛の生乳を原料に､昨年12月､オーガニック牛乳を商品化した｡オーガ 

ニック牛乳は冷蔵で販売し､賞味期限は10日間､｢もう少し長く楽しめないか｣と､冷凍加工にチ 

ャレンジした｡今年1月､食品用冷凍装置メーカー・テクニカン(横浜)の凍結機｢凍眠｣を導入｡ 

食品の細胞を破壊せず品質を保持できるのが特徴｡既に生酒の冷凍加工にも活用されている｡鈴 

木さんは半年間の凍結試験を行い､品質の保持が確認されたことから､7月29日に｢３カ月｣の賞 

味期限で冷凍商品の販売を開始した｡秋には６カ月､来年春には１年間に賞味期限を延ばす予定｡ 

将来的には香港､シンガポールなど海外展開も視野に入れている｡冷凍すると膨張するため内容 

量は180㍉㍑(700円)と800㍉㍑(2,700円)｡問い合わせは鈴木さん(090･5075･5586)へ｡ 

 

〔観光・その他〕 

・ 日高振興局は2023年度の管内観光入り込み客数と訪日外国人宿泊客数をまとめた｡新型コロ 

ナウイルス感染症の5類移行によるイベントの開催で､入り込み客数は前年度比7.7％増の164 

万400人となった｡ただ､コロナ禍前の19年度には1割程度届かず､振興局は回復途上と分析 

する｡内訳は､道内客が前年度比7.7％増の134万3,200人､道外客が7.6％増の29万7,200人｡ 

イベントや修学旅行生受け入れの再開が主な要因としている｡自治体別に見ると､様似町を除 

く6町がプラス｡えりも町には31.6％増の18万8,100人が訪れ､伸び率が最も高かった｡来訪 

者が48.5％増の18万1,800人となった襟裳岬がけん引した｡最多は日高町の40万1,700人 

で10％のプラス｡道の駅樹海ロード日高の利用者が7.9％増と好調だった｡新冠町が30万2,300 

人で続いた｡道の駅サラブレッドロード新冠の利用が堅調だった一方､判官館森林公園がクマ 

の出没で一定期間閉鎖していたため､全体で1.2％の増加にとどまった｡様似町は3.9％のマイ 

ナス｡アポイ岳登山者数などが増えたものの､前年度に50周年を迎えた町内イベント｢アポイ 

の火まつり｣の規模縮小による反動減が響いた｡訪日外国人宿泊客延べ数は1,547人と4.6倍 

の大幅増｡国･地域別では中国が最多の577人となり､全体の37.2％を占めた｡これに韓国が248 

人､台湾が187人で続いた｡ 
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〔管内の倒産〕 

･ 当金庫管内(新冠町～えりも町)の倒産は､0件(前年同月2件)､負債総額ゼロ､(同2億600万円)｡ 

当金庫管内を含む苫小牧管内の倒産は､0件(前年同月4件)､負債総額ゼロ､(同3億2,100万円)｡ 

〔道内の倒産〕 

･ 北海道の倒産件数は20件(前年同月25件)､負債総額は11億2,300万円(同22億5,000万円)､倒産

件数は前月比14件減少､前年比5件の減少となった｡ 

〔全国の倒産〕 

･ 全国の倒産件数は723件(前年同月760件)､負債総額は1,013億7,000万円(同1,083億7,700万円)｡

倒産件数は前月比230件減少､前年比で37件の減少となった｡        （東京商工リサーチ） 

〔雇   用〕 

･ 8月の浦河地区の月間有効求人倍率は1.44倍､前年比0.09ポイント下降､前月比0.04ポイント上 

昇した｡有効求人数は845人で前年比108人の減少､前月比3人の増加となった｡有効求職者数は 

587人で前年比35人の減少､前月比で14人の減少となった｡全道の月間有効求人倍率は0.94倍で､ 

前年比0.07ポイント下降､前月比0.01ポイントの上昇となった｡ 
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8 /  4    第29回 エルムステークス                        （ＧⅢ） 

ペイシャエス 号            (様似町 高村 伸一 殿生産） 
 

8 / 11  第60回 小 倉 記 念                            (ＧⅢ) 
        リフレーミング 号           （新ひだか町 橋本牧場 殿生産） 
 
8 / 18  第60回 Ｃ Ｂ Ｃ 賞                          (ＧⅢ) 
        ドロップオブライト 号       （新ひだか町 岡田スタッド 殿生産） 
 
8 / 18   第60回 札 幌 記 念                          （ＧⅡ） 
       ノースブリッジ 号            （新冠町 村田牧場 殿生産） 
 
8 / 25   第19回 キーンランドカップ                        （ＧⅢ） 
       サトノレーヴ 号             （日高町 白井牧場 殿生産） 

 
 
  北海道市場サマーセール年度別成績表 
                               (金額は円、税別､％) 

年次 上場頭数 売却頭数 売却率 総売上額 最高価格 平均価格 

2020 1,072  825 77.0 5,201,700,000 48,000,000 6,305,091 

2021 1,336 1,004 75.1 6,284,000,000 42,000,000 6,258,964 

2022 1,237  958 77.4 6,386,100,000 38,000,000 6,666,075 

2023 1,368 1,068 78.1 7,508,500,000 54,000,000 7,030,430 

2024 

牡 633  548 86.6 4,089,600,000 32,000,000 7,462,774 

牝 554  429 77.4 2,396,400,000 48,000,000 5,586,014 

合計 1,187  977 82.3 6,486,000,000 48,000,000 6,638,690 

 
 

 （注）調査区域：浦河地区、新ひだか町静内地区及び三石地区、新冠地区、様似地区､えりも地区、広尾地区  

倒産・雇用状況 

その他 
 



６ 

 

《指  標》 

 

 

１ 営業区域の人口・世帯数動向 (令和 6 年 8 月末現在)                 (単位：人) 

町 村 名 
人         口 世         帯 

人    数 前年同月比 前 月 比 世 帯 数 前年同月比 前 月 比 

平 取 町 4,497 -110 -12 2,431 -33 -10 

日 高 町 11,010 311 -18 6,275 381 -10 

新 冠 町 5,065 -104 -16 2,828 7 -5 

新 ひ だ か 町 20,381 -319 25 11,346 -45 11 

浦 河 町 11,279 -226 3 6,654 -7 19 

様 似 町 3,816 -107 6 2,056 -23 4 

え り も 町 4,092 -119 2 2,007 -22 6 

日 高 地 区 合 計 60,140 -674 -10 33,597 258 15 

広 尾 町 5,911 -164 -10 3,134 -61 -5 

大 樹 町 5,308 -98 1 2,829 -15 9 

日高･十勝地区合計 71,359 -936 -19 39,560 182 19 

札 幌 市 1,956,625 -2,316 -559 1,112,853 8,716 60 

江 別 市 118,146 -622 -44 59,800 270 15 

石 狩 市 57,246 -543 -51 28,705 53 -11 

北 広 島 市 56,595 -386 -53 28,389 138 -12 

恵 庭 市 70,480 150 58 36,063 695 51 

千 歳 市 97,704 -319 80 52,602 395 42 

石 狩 地 区 合 計 2,356,796 -4,036 -569 1,318,412 10,267 145 

苫 小 牧 市 165,873 -1,428 -67 91,408 305 5 

厚 真 町 4,243 -94 -13 2,109 -26 -6 

む か わ 町 7,390 -61 13 4,181 79 15 

胆 振 地 区 合 計 177,506 -1,583 -67 97,698 358 14 

営 業 区 域 合 計 2,605,661 -6,555 -655 1,455,670 10,807 178 

注:日高町の人口数に､令和6年1月より外国人登録者数が含まれております。         (資料出所:各市町村) 

 

 

２ 労働需給状況(令和6年8月)  

     （単位：人、％） 

 浦 河 職 安 全   道 前 年 同 月 比 前 月 比 

月 間 有 効 求 人 数 845 78,877 -108 -6,627 3 -942 

月 間 有 効 求 職 者 数 587 84,311 -35 -478 -14 -1,802 

月 間 有 効 求 人 倍 率 1.44 0.94 -0.09 -0.07 0.04 0.01 

                                               (資料出所:北海道労働局) 

 

３ 企業倒産状況(令和6年8月)                                        
（単位：件、百万円） 

 件 数 金     額 前年同月比(件数) 前年同月比(金額) 業      種 地   区 

苫小牧管内 0 0 -4 -321 
  

うち新冠町～えりも町 0 0 -2 -206 
北 海 道 20 1,123 -5 -1,127   
全   国 723 101,370 -37 -7,007   

(資料出所:東京商工リサーチ) 

 



７ 

 

 

 
４ 浦河町・新ひだか町 金融機関預金･貸出金残高(令和6年8月末) 

（単位：百万円、％） 
預          金 貸     出     金 

残 高 前 年 同 月 比 前 月 比 残 高 前 年 同 月 比 前 月 比 

191,819 3.53 0.78 59,182 -0.31 1.41 

                                  （資料出所:浦河･静内金融協会） 

 

 

５ 町発注工事 (令和6年8月)                         （単位：百万円） 

(資料出所：各町) 
 
 
 

６ 建築確認申請 (令和6年8月) 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

(資料出所：各町) 

 

 

７ 気象情報(札幌管区気象台発表) 

令和6年8月中の気象状況                         (単位：℃、ｍｍ、ｈ) 

 本    年 平年偏差・平年比 平年偏差、平年比は､1991～2020

年の資料から算出された平年値を

使用。気温は当月の平均気温から

平年値を差し引いたもの(平年比)。

降水量､日照時間は当月の降水量･

日照時間の平均を平年値で割り返 

したもの(平年偏差)。 

 気 温 降水量 日照時間 気 温 降水量 日照時間 

浦   河 23.3 210.5 140.3 3.4 130.3 103.2 

広   尾 21.1 237.0 89.4 2.5 108.9 78.5 

                                   (資料出所:国土交通省・気象庁) 

 

 

 8月 累  計 前年同月 前年同月累計 

件 数 金 額 件 数 金 額 件 数 金 額 件 数 金 額 

新ひだか町 12 968 53 2,298 3 15 76 2,073 

浦 河 町 6 54 53 1,142 13 2,069 58 3,990 

様 似 町 3 47 32 639 2 32 33 464 

え り も 町 4 217 25 451 1 4 24 436 

小 計 25 1,286 163 4,530 19 2,120 191 6,963 

広 尾 町 0 0 36 1,600 2 15 43 396 

総 合 計 25 1,286 199 6,130 21 2,135 234 7,359 

 
8月 累 計 前年同月 前年累計 

件 数 件 数 件 数 件 数 

新ひだか町 0 18 1 14 

浦 河 町 1 10 1 8 

様 似 町 0 2 1 4 

え り も 町 0 2 0 0 

小 計 1 32 3 26 

広 尾 町 0 0 4 7 

総 合 計 1 32 7 33 



８ 

 

                        日高振興局からのお知らせ 

 

 

 

 

見て！食べて！触れる！～日高の水産業の普及に向けた取組～ 

日高振興局では、魚食普及の取組の一つとして、若い世代と日高の水産物との出会いの機会
を増加させるため、浦河フレンド森のようちえんに給食食材を無償提供しています。園児達は
魚が大好きになったそうで、毎回良い笑顔で美味しそうに食べてくれています。              

   
あわせて、サケやコンブ、マツカワなどのかぶり物をして園児達とふれあうことで水産業を

身近に感じてもらい、日高の水産業のファン創出を目指しています。 
 

 
 
 
 
 
 
  
 

 
また、町内の量販店や鮮魚店などでＰＲしながら家庭での消費

拡大も図っています。現在、秋サケシーズン真っ只中となってお
り今シーズンの大漁を祈願するとともに、皆さん旬の秋サケを是
非是非たくさん味わってください。  
 
 
最後に、日高の浜に関する「人」「旬」「漁」「味」などの情

報を発信する動画チャンネル『HifTube』を立ち上げ、世界の皆様
にお届けしています。最近ではコンブ漁と天日干し作業の紹介を
配信しておりますので是非ご覧ください。 

 
 
 
                                   

                                                  

【問い合わせ先】  

北海道日高振興局産業振興部水産課漁政係 電話0146-22-9321 

 日高振興局では、地域の特色や優位性を皆様に広くアピールさせていただくために、農業、林業、水 

産業、商工業など幅広い分野で、日高のすばらしさを紹介しています。 

今回は、管内における水産業振興の取組について、紹介いたします。 



 

 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

ひだかしんきん営業のご案内 

ATM 本   店 〒057-0013 浦河郡浦河町大通 2 丁目 1 番地 2（仮店舗） ☎（0146）22-4111 

ATM 堺 町 支 店 〒057-0034 浦河郡浦河町堺町西 1 丁目 83の 59     ☎（0146）22-5611 

ATM 静 内 支 店 〒056-0016 日高郡新ひだか町静内本町 1 丁目 1 の 15  ☎（0146）42-1531 

ATM 三 石 支 店 〒059-3108 日高郡新ひだか町三石本町 197 の 23    ☎（0146）33-2311 

ATM 様 似 支 店 〒058-0014 様似郡様似町大通 2 丁目 35の 2      ☎（0146）36-2341 

ATM えりも支店 〒058-0204 幌泉郡えりも町字本町 170 の 1       ☎（01466）2-2311 

ATM 広 尾 支 店 〒089-2615 広尾郡広尾町本通 8 丁目 7 の 1       ☎（01558）2-3161 

札 幌 支 店 〒060-0004 札幌市中央区北 4 条西 5 丁目 1―4      ☎（011）200-7070 

 

 

ATM 営業時間 平日 8：45～18：00 

※札幌支店を除く各店舗に「ハンドセット搭載機」の ATM が設置されております。 

土曜日 ATM 稼動店：本店(仮店舗)･堺町支店・静内支店・三石支店･様似支店･えりも支店･広尾支店 

土曜日 ATM 営業時間 9：00～17：00 

日曜･祝日 ATM 稼動店：本店(仮店舗)･静内支店 

日曜･祝日 ATM 営業時間 9：00～17：00 

 

店外 ATM 

浦河町役場内 ATM 浦河郡浦河町築地 浦河役場内１階ロビー 

店外 ATM 営業時間 平日 9：00～16：00 

浦河赤十字病院内 ATM 浦河郡浦河町東町 浦河赤十字病院内１階ロビー 

店外 ATM 営業時間 平日 9：00～18：00 

パセオ堺町店内 ATM 浦河郡浦河町堺町 店内フロア 

店外 ATM 営業時間 平日･土曜･日曜・祝日 9：00～19：00 

マックスバリュ静内店内 ATM 日高郡新ひだか町静内木場町 店内フロア 

店外 ATM 営業時間 平日・土曜･日曜・祝日 9：00～19：00 

日高徳洲会病院内 ATM 日高郡新ひだか町静内こうせい町 

店外 ATM 営業時間 平日 9：00～18：00 土曜 9：00～17：00 

※店外 ATM は、全て「ハンドセット搭載機」です。 

※ハンドセット付ＡＴＭ：プッシュボタン付受話器から、音声ガイ 

ダンスにより操作手順をご案内するＡＴＭです。 

 

 

     

           業務部地域貢献課 
           〒057-0013 浦河郡浦河町大通 2丁目 31の 2 

           電話 (0146)22-4100 FAX (0146)22-6106 

           URL http://www.shinkin.co.jp/hidaka/ 

 

大樹生命札幌共同ビル 4 階 

 


